
































































































4年生 71名.(男子 29名,女子 42名),5年生
70名 (男子31孝.,女子39名),6年生57名 (男
子26乳 女子31孝l)の合計257名 (男子 110名,
女子 147名)であった｡大学生の参加者は,81孝.









































































義),50歳代24名 (男性8名,女性 16名 ;範囲
50.1-57.9歳,平均 52.7歳),60歳代8名 (男
性3名,女性5名 ;範囲63.3-69.8歳,平均 66.4
歳),70歳代 13名 (男性5名,女性8名 ;範囲
70.1-79.9歳,平均 75.4歳),80歳代3名 (男
性 1名,女性2名 ;範囲81.1-84.2歳,平均 82.4
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の得点傾向も同様 (60代 15.88-70代 10.23-80
代9.33)である｡
(3)Z得点による加齢的変化の検討
本研究は,実験方式 (集団と個別)の違いとそ
れによる実験参加者の人数の偏りにより,2つの
実験として取り扱った｡また,中高生徒と30代の
データが欠如している｡しかし,記憶の加齢に伴
う全体的な変化を検討するため,ビリン･シェイ
エ (2008)にしたがい,実験 Ⅰ及び実験Ⅱの記憶
得点をZ得点に変換して,児童から高齢者までの
発達曲線を描いてみた (図3)｡
図3 Z得点による記憶の加齢的変化
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Z得点は,原点 (平均)がo点,分布の単位 (標
準偏差)が1点になるように標準化される｡この
得点を用いることにより,得点範囲の異なる複数
の記憶課題間でも客観的に比較が可能となる｡
図3からは,いくつかのことが明らかになった｡
まず,作動記憶は児童期で顕著に発達し,大学生
をピークとして減退することである｡次に,短期
記憶と長期記憶の発達曲線はほぼ重なり合い,大
学生を頂点として折 り返すシンメ トリー性が見
られ,高齢になると加速的に減衰することが示さ
れた｡さらに,意味記憶については,他の記憶と
は様相が異なり,児童期から相対的に発達は遅く,
ピークも40代である｡小6から60代以降の期間
でシンメ トリー 性が兄いだされ,加齢の影響が最
も小さい記憶と言える｡逆をたどるシンメトリー
という観点から,たとえば,児童期の学習活動に
着目して,高齢者の認知機能の低下を防ぐ効果的
な方法について検討することも,今後の研究では
考慮に入れなければならないだろう｡
4 まとめと今後の課題
小学3年生から80代の高齢者までを対象に,
複数の記憶課題における成績を比較検討した｡
小学生と大学生との比較からは,すべての記憶
課題で一貫して向上が見られた｡小 6と大学生と
のギャップが大きい課題もあり,今後,中高生を
対象に実験 ｡分析を行 うことで,この間の様相を
さらに明らかにすることが必要である｡ 同様に,
大学生の平均年齢が 20歳に満たないこともあり,
青年期 ｡成人期については,20代及び 30代での
検討も行 う必要がある｡
40代以降についての検討からは,60代からの
記憶の減退が顕著であった｡さらに詳しく分析す
るために,60代からの年齢グループを細分化し
相当数のサンプルにすることを考慮 しなければ
ならない｡同時に年代間の差異ばかりでなく,大
きな個人差の問題-の対処を行 うことが重要と
なるだろう｡
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